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地域の公共施設のこれからを考えるワークショップ  

 

課題解決の狙いと評価項目の設定 

 

■ワークショップ等から抽出した課題と課題解決の狙い 

公共施設の課題を解決するため、次の７つの狙いを設定しました。 

 

【課題】                  【狙い】 

  

資料４ 
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地域の公共施設のこれからを考えるワークショップ  

 

■課題解決のための狙いと評価軸・評価項目（案） 

資料５の再配置案が「課題解決の狙い」を達成できているか、以下の評価項目を使っ

て比較評価します。 

 

課題解決の狙い 評価軸 評価項目 

① 過度な財政負担が将

来世代に残らない 

維持管理コスト • コスト（30年間）を削減できるか 

② アクセスしやすい公共

施設配置とする 

公共施設への 

アクセス性 

• 地域内のどの場所からも公共施設へのアク

セスが良いか 

• 多様な交通手段でアクセスが可能か 

③ 施設機能が集約され

ている 

施設のワンストップ性

（機能集約性） 

• 1つの施設、またはその周辺に機能が集約さ

れているか 

④ 体を動かせる屋内ス

ペースを維持する 

運動ができる場所 • 運動ができる屋内スペースが確保されるか 

• 多目的に利用できるスペースがあるか 

⑤ 多世代が集いやすい

場所を拡充する 

あらゆる年代が 

利用しやすい場所 

• バリアフリーは十分か 

• 若者（学生）が利用しやすい機能（学習室・フ

リースペース・運動場所）を有しているか 

• 若者（学生）が集まるスペースや施設が確保

されるか 

⑥ 石山、東石山地域の

中央に行政サービス

（図書館、出張所）を含

む地域拠点をつくる 

行政サービスを提供

する地域拠点の立地 

• 石山、東石山地域の中央に図書館、出張所機

能が集約された施設があるか 

⑦ 諸室を利用した活動

ができる 

貸室機能の維持 • 再編後も同じように諸室を利用した活動が

できるか 
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地域の公共施設のこれからを考えるワークショップ  

 

【参考：比較評価のイメージ】 

次回の WS で再配置案を比較・評価する際に、本日検討する「評価項目」を用います。 

 

 

比較評価のイメージ（潟東地域の例） 

 

 

 

課題解決の狙い（本資料） 

今回議論する狙い・評価項目をもとに、 

第 4回WS で評価結果を議論 

再配置案（資料 5） 


